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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 隣 接 す る 電 池 の 反 対 極 性 の 端 子 が 互 い に 接 触 す る よ う に 構 成 さ れ た 電 池 室 に お い て 、

端 子 表 面 積 の 最 小 の 接 触 可 能 部 分 を 規 定 す る 一 つ の 前 記 端 子 の 領 域 が 、 二 つ の 前 記 接 触
端 子 の 間 の 唯 一 の 接 触 点 で あ る よ う に 電 池 を 設 置 す る こ と を 特 徴 と す る 電 池 室 。
【 請 求 項 ２ 】
　

【 請 求 項 ３ 】
　

前
記

反 対 の 端 に 正 お よ び 負 の 端 子 面 を 有 す る ケ ー シ ン グ を 備 え た 少 な く と も 二 つ の 電 池 に は
、 前 記 正 お よ び 負 の 各 端 子 面 に 実 質 上 直 交 す る 長 手 軸 が 横 断 し て お り 、 設 置 し た と き 、 少
な く と も 二 つ の 前 記 長 手 軸 が 互 い に 交 差 す る よ う に 前 記 電 池 を 直 列 に 接 触 さ せ た こ と を 特
徴 と す る 少 な く と も 二 つ の 電 池 の た め の 電 池 室 。

電 力 消 費 構 成 要 素 と 、
少 な く と も ２ 個 の 標 準 乾 電 池 を 直 列 に 配 置 に し て 電 気 的 に 接 続 す る た め の 電 池 室 で あ っ て
、 前 記 各 乾 電 池 は 、 平 面 状 の 負 の 端 子 と 、 平 面 状 頭 部 お よ び そ の 周 辺 に 縁 を 有 す る 突 出 し
た 正 端 子 ボ タ ン と を 備 え た ケ ー シ ン グ を 有 し 、 第 ２ の 直 列 電 池 位 置 に あ る 電 池 の 前 記 正 端
子 ボ タ ン の 前 記 縁 だ け が 第 １ の 直 列 電 池 位 置 に あ る 電 池 の 負 端 子 の 平 面 状 表 面 に 接 触 す る
よ う に な っ て い る 前 記 電 池 室 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 電 池 駆 動 装 置 。
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